数学科学習指導案
平成２０年度６月３日（火）第３校時

第２学年１組　授業者　○○　○○　印

　　　　　　　指導者　○○　○○　印

１　単元名

　　式の利用
２　小単元の目標

　（１）整数の性質を見いだそうとする。　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）
　（２）文字式を利用して、数量の大きさや整数の性質を考えることができる。
（知識・理解）
　（３）目的に応じて式を変形する事ができる。　　　　　　　　　　　　（表現・処理）
　（４）文字式を利用すると、整数の性質などを一般的に説明できることを理解することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数学的見方・考え方）
３　小単元について

（1） 教材観

本小単元は、今までに生徒が習ってきた数学の概念と異なり、ある事象についてそれが成り立つか証明するというものである。計算問題では一つの答えが与えられるが、証明問題では結論こそ同じだがそれまでの課程において書き方は人それぞれである。人と違う解答でも、筋を通して自信を持って解答する力を持たせたい。

（2） 生徒の実態

２年１組の生徒は、男子は積極的に挙手・発言をする。一方で女子は答えがわかっていても、発言が少ない。男子の発言力・アイディア力を生かし、女子の意見も取り入れたい。そして、理解を確かなものにしていきたい。

（3） 指導観
本小単元では、整数の性質を見いだし、文字式を利用してその事象を説明させるといった、数学的思考が必要となる。説明・証明問題という点において、単純な計算問題と比べ生徒の理解度の理解度の差が特に大きくなる事が予想される。そこで生徒同士相談させ、できた生徒はできない生徒に教える様促す事で、一人では解けなくても、協力すれば解ける事を考えさせたい。そして、数に対する興味・関心をもたせるようにしたい。
４　人権教育との関連

　　数学的な決まりや法則を発見する喜びや感動を味わうことができる。また、正しいこと・正しくない事を見極めて、正しい判断ができるようにさせる。
５　学校課題との関連

　　基礎的な内容も検証の方法によって変化することをわからせ、自分の考え方や意見に自信を持たせることが、学校課題解決につながると考える。
６　小単元の指導計画と評価計画（２時間扱い）

	時
	ねらい
	主な
学習活動
	指導上の
留意点
	評価の観点
	具体的評価基準

	
	
	
	
	関意態
	知・理
	表

・処
	見・考
	おおむね満足できる状況

（評価方法）
	充分満足
できる状況

（評価方法）

	１
	具体的な場面で文字式を利用する事を体験させて、文字式の利用のしかたに慣れさせたり、文字式の有用性に気づかせていきたい。
	数量の大きさを調べるための文字を使った式の利用。
	一般的に挙げられる具体例の他に、どんな性質があるかを調べさせたい。
	
	
	
	○
	ヒントを与えることで、文字式を用いて数量を表せる。
	自力で、文字式を用いて数量を表せる。

	２　本時
	整数の持つ性質を説明する上で、文字式を利用することが有効であることに気づかせたい。そしてこのような体験を積み重ねることで、文字式の有用性を理解させていきたい。
	整数の性質を説明するための文字を使った式の利用。
	文字式を使って説明する場合、何を文字で表すかを考えさせたい。また、筋道の通った説明をさせたい。
	
	
	
	○
	具体的に文字を一つ示す事で、説明をする事ができる。
	自分で筋道の通った説明ができる。


７　本時の指導

（1） 題材名
奇数と偶数はそれぞれどんな数か

（2） 目標

文字式を利用すると、整数の性質などを一般的に説明できることを理解することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数学的見方・考え方）
（3） 学校課題に関わる授業の視点

自分では解けなくても、ヒントや友達と相談することにより答えを導き出すことができる。
（4） 人権教育の視点

・友達と自分の解答を比べ、より良い解答を導くことができる。　　　　　　　　　　　　　（判断力）

・友達と相談し、一緒に問題を解決することができる。　　　　　　（実践力）
（5） 生かしたい生徒

・ＳＫ君。数学は苦手だが積極的に挙手し、斬新なアイディアを持っている生徒である。彼の出したアイディアを元に説明問題を解く事で、周りの友達にも認めさせたい。
 　　　・ＧＭさん。数学は得意だが挙手や発言などが少ない生徒。正しいことを堂々と発表する場面を作り、自信をもたせたい。
（6） 展開
◎学校課題との関連　

○人権教育上の配慮

	学習活動
	時間
(分)
	形態
	指導上の
留意点
	資料
	評価

（評価方法）

	１　本時の内容を知る。
今日は奇数・偶数の性質を見つけて、そのわけを説明していきます。


	２
	一斉
	本時の内容を知らせる。
	教科書

Ｐ21
	

	２　偶数・奇数とはどんな数か考える。
Q　偶数・奇数は、それぞれどんな数でしょうか。


	３
	一斉
↓

個人
	◎○質問が漠然としているため、１分程経ったら生徒の回答を促すヒントを呟く。隣と相談させる。既習内容（奇数・偶数の性質）を確認させる。
	教科書

P21
	

	３　文字式を用いて、偶数・奇数をそれぞれ表す。

偶数…2n

奇数…2n＋1


	５
	一斉
	◎具体例を出し丁寧に説明する。
偶数　・2×1＝2
    　・2×3＝6

    　・2×7＝14

奇数　・3×1＝3

　　　・3×2＝6

　　　・3×5＝15


	教科書

P21
	

	４　（奇数）＋（奇数）＝（偶数）を、文字式を用いて説明する。

例３　奇数と奇数の和は偶数になる。このわけを説明してみよう。


	１０
	一斉
	テンポ良く授業をし、集中力を欠かさないようにする。
細かく解説することで問５は一人で説明できるよう、説明の流れをつかませる。
	教科書

P21
	

	５　問５を解く。

問５　偶数と奇数の和は奇数になります。このわけを説明しなさい。


	１０
	個人
	◎例３と同様の流れで説明する事を促す。
○解けた生徒は教師　に丸付けしてもらい、出来たら出来ない生徒に教えさせる。
	教科書

P21
	Ａ：類似問題からヒントを見つけ、筋道の通った説明ができる。
Ｂ：ヒントを出し、自力で説明できる。

Ｃ：自力で説明しようとする。

	６　ワークシートの問題を解く。
	１８
	個人
	◎机間巡視をし、解けない生徒にヒントを与える。終わった生徒は教師に持ってこさせ、問題集を解かせる。
	ワーク
シート
	Ａ：資料を見ず、説明ができる。
Ｂ：類似問題からヒントを探し、筋道の通った説明ができる。

Ｃ：文字式を用いて数を置き換えられる。

	７　次時の内容を聞く。
	２
	一斉
	次時の内容を知らせる。
	
	


